ら ない。 

僕の 名前の 由来に ついて、 時々 人から 質問 を 受ける 

ことがある。 中には 「朔 太郎」 とい ふの が 本名 か 雅号 

かな どと 問 ふ 人 も あるが、 紛れ もな く、 親の つけて く 

れた 本名で ある。 僕 は 十 一 月 一 日に 生れた。 長男で 

ついたち 

朔日 生れの 太郎 であるから、 簡単に 朔太郎 と 命名され 

たので、 まことに 単純 明白、 ニニ ケ四 的に 合理的で 平 

凡の 名前で ある。 若い 時の 僕 は、 その 平凡 さが 厭や だ 

つたので 一時 雅号 をつ けようと さへ 思った。 (その 頃 

は、 文人の 間に 雅号 をつ ける ことが 流行した。 北 原 白 

秋、 室 生 犀 星、 山村 暮鳥 等、 皆 雅号で ある。) だが 考へ 



て 見たら、 一人前の 文士に も 成らない ものが、 麗々 し 

く 雅号 をつ ける なんか テレ 臭いので 到頭 本名で 通して 

しまった。 (もっとも この 考 への 誤り は 後で 解った。 

一人前の 文士に なり、 世間に 名 を 知られて しまって か 

ら、 後で 雅号 をつ けたと ころで 通用し ない。) 

しかし 世の中 は 不思議な もので、 こんな 平凡な 僕の 

名前が、 却って 今の 一般人に は、 風 変り に 珍ら しく 思 

はれる らしい。 何処へ 行っても、 お 名前 はと 聞かれて、 

サ クタ ラウと 答へ ると、 屹度 作文の 作です ねと 言 はれ 

る。 いやち がふと 言 ふと、 どんな サク です かと 反問 さ 

れる。 そこで 朔 日の 朔 だと 教へ るが、 これが どうも 一 
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